
診断学に於けるレントゲン線応用の価値は今更贅
ぜいげん

言を
要せざる所にてレントゲン線に依る肺結核の定期的診
断，胃十二指腸潰瘍の検出の如きは日常実際医学と頗
る密接の交渉を有するに至り，更に腹腔及び頭蓋内に
瓦斯を導入し其内部臓器の状態をレントゲン映像とし
て顕出するが如き新領域も，漸時現実の問題と接近せ
んとするの趨勢にあり．尚産科学に於ける胎児のレン
トゲン学的研究も亦近代医学の一収穫ならずんばあら
ず．

若し夫れ治療方面の進歩に至っては，数年来急激に発
達し来れる深部療法の日を趂

お

うて偉力を現わし来るあ
り，又一面にはレントゲン線生物学的作用の研究細緻
となり，単に組織細胞の破壊のみを目的とせず，所謂
放射線刺戟を以て疾患の治療に応用せんとするの傾向
翕
きゅうぜん

然として起り来るあり，研
けんかく

覈攻究，斯学を開拓し人
類の幸福を増進せしむるの余地は，寧ろ診断方面に於
ける応用よりも此領域に於て嚝大なる未来を有するが
如し．

今や吾邦斯学の研究に一時期を画さんとするの時，
適
たまたま

々先生の訃音に切歯吾等痛惜の念に堪えず．然れど
も先生の業績は不朽にして燦として輝き，人類の生存
する限り，その恩恵を被ること時の推移と倶に彌

いよいよ

々大
なるべし．茲

ここ

に謹みて先生の遺業の医大なる所以を追
想し，その徳を頌し哀悼の微

びちゅう

衷を披攊す．

( 旧字旧かな使いは新字新かな使いとした )
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微々振わざりし吾邦レントゲン医学も漸く学会設立
の機運に到達し，欣懐措

お

く能わざるの時，突如外電は
ウイルヘルム・コンラード・フォン・レントゲン教授，
2 月 10 日ミユンヘンに永眠せらるるの悲報を齎

もたら

し来
る．呼悲しい哉．然れども翻つて考うれば，科学者に
して名声鄙

ひ ぞ く

俗にまで普
あまね

く藉
せきじん

甚し，其業績の千古を貫き，
赫
かくやく

奕として滅せざる先生の如きは蓋し異数に属す．以
て先生冥す可しと雖

いえども

，又先生の尋常ならざる努力と高
邁なる識見が此栄誉を贏

か

ち得たるは敢えて恠
あや

しむに足
らざるなり．よし其発見がレナルド線研究中，偶然観
察せる一事象に根源を有すとは謂え，先生の洞察力の
鋭敏と推理の頭脳の，凡庸ならざることを誰か肯定す
るに躊躇するものあらむ．宜

うべ

なり 1896 年 1 月 23 日
ウルツブルグの医理学会席上に於て，時の会長キヨリッ
ケル博士の発議の下に先生の発見せられたる放射線の
一新種を先生の名誉を表彰する意味に於てレントゲン
放射線と称すべく満場一致にて可決せる如き，更に又
1901 年，学会の最高権威なるノーベル賞を授けられ
しが如き実に偶然に非ざるなり．

先生は 1845 年 3 月 27 日独国レンネツプ河畔のレン
ネツプ市の一商舗に誕生せらる．長じて物理学の研究
に没頭せられ，諸所の大学教授に歴任し，幾多の貴重
なる業績を発表せられしが，先生の一代を蓋う業績レ
ントゲン線の研究は実に 1895 年 12 月ウルツブルグ
の理科大学より「放射線の一新種」なる標題の下公表
せられしものなりき．越えて翌年 1 月，同一問題に就
いて講演を試みられ，同年 3 月更に研究の追補をなし
てレントゲン放射線の科学的根柢を確実にせらる．

1912 年ラウエ博士がレントゲン線の本態は電磁波の
一種なることを確證するに至り，レントゲン線の科学
的基礎は益々盤石の固きに置かるゝ事となり，その研
究は彌

いよいよ

々微に入り細を鑿
うが

ち，応用の範囲，又頗
すこぶ

る拡大
し，為めに享くる人類の福祉は挙げて数う可からず．
就
なかんずく

中，医学の享くる恩沢は頗る大にて，輓
ばんきん

近，医学新
療法の欠陥を充すものゝ随一は実にレントゲン診療法
ならずんばあらず．
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